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＜ポイント＞ 

◇専門的な知識が必要な放射線画像診断において、骨軟部放射線領域※1における ChatGPT と

放射線科医の診断精度を比較。 

◇性能を十分に理解した上での ChatGPTの利用は、画像診断に有用である可能性が示された。 

 

＜概要＞ 

 大阪公立大学大学院医学研究科放射線診断学・IVR学の堀内 大右研究医、人工知能学の植田 

大樹准教授らの研究グループは、骨軟部放射線領域の画像診断症例 106例を対象とし、①GPT-

4-based ChatGPT※2、②GPT-4V※3-based ChatGPT、放射線科医（③放射線科専攻医、④放射

線診断専門医）の診断精度を比較したところ、高い方から④、③および①、②の順であることが

分かりました。この結果より、

ChatGPTは画像診断に有用である

可能性が示されました。一方で、

現時点では ChatGPTの診断精度

は放射線診断専門医には及ばない

ため、本研究は、診断ツールとし

ての性能を十分に理解した上で、

活用する必要があることを示唆し

ています。 

 本研究成果は、2024年 7月 12日、

国際学術誌「European Radiology」

にオンライン掲載されました。 

 

＜研究者からのコメント＞ 

 

 

 

  

画像診断に生成 AIは有用か？ 

骨軟部放射線領域で、ChatGPTと放射線科医の診断精度を比較 

ChatGPTの診断精度は、現時点では放射線科専攻医と同程度で、放射線診断専門医には

及ばないという結果でしたが、ChatGPTをはじめとする生成 AIは日々進歩しており、将

来的には画像診断の補助ツールになると期待しています。今後も生成 AIの画像診断への

応用について、引き続き研究を行っていきたいと考えています。 

 



 

＜研究の背景＞ 

ChatGPTをはじめとする生成 AIは、近年さまざまな分野で活用されており、医療分野でも

大いに期待されています。放射線画像診断は、多様な疾患に関連する多くの画像所見を解釈する

ために専門的な知識が必要です。今後の画像診断における ChatGPTの最適な活用のためには、

ChatGPTの診断精度を評価することが重要です。 

 

＜研究の内容＞ 

国際学術誌「Skeletal Radiology」に掲載された画像診断症例 106例を対象とし、GPT-4-

based ChatGPT、GPT-4V-based ChatGPT、および放射線科医（放射線科専攻医、放射線診断

専門医）の診断精度を比較しました。GPT-4-based ChatGPTには病歴と画像所見（文章）を、

GPT-4V-based ChatGPTには病歴と画像自体を入力し、各症例について診断を生成しました。

また、放射線科医も同じ症例について診断を行いました。そして、診断精度を評価した結果、

GPT-4-based ChatGPTは GPT-4V-based ChatGPTを上回り、放射線科専攻医と同程度の診断

精度を示しました。一方で、GPT-4/GPT-4V-based ChatGPTの診断精度は放射線診断専門医に

は及びませんでした。また、本研究では ChatGPTが生成した診断を参考にした場合、放射線科

医の診断精度が向上するかについても検討しました。その結果、GPT-4-based ChatGPTの生成

した診断を参考にした場合、放射線科医の診断精度はわずかですが上昇しました。この結果から

も、ChatGPTが診断の補助ツールとして有用である可能性が示唆されました。 

 

＜期待される効果・今後の展開＞ 

 骨軟部放射線領域の画像診断において ChatGPTが有用である可能性が示された一方で、現時

点での ChatGPTの診断性能を十分に理解した上で、活用する必要があることが示唆されまし

た。ChatGPTをはじめとする生成 AIは日々進歩しており、将来的には画像診断の補助ツール

となることが大いに期待されます。 

 

＜用語解説＞ 

※1 骨軟部放射線領域：整形外科領域を中心とする骨・関節・軟部組織に関する画像診断分野。 

※2 ChatGPT：Chat Generative Pre-trained Transformer。自然な対話ができる生成 AI。 

※3 GPT-4V： GPT-4 with vision。画像自体を処理することができる GPT。 
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